
検討部会における既存補助金等の検証の進め方（案） 

 

 

１ 検討部会（外部委員参画）で検証する既存補助金等 

   継続的に特定の団体に交付している補助金等 約110項目 

 

２ 既存補助金等検証スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 検証の進め方 

① 各補助金等の所管課長から、所管の補助金等について５～10分程度で説明する。 

  ＜説明内容＞ 

・ 補助金等の概要 

  （目的・内容・交付の要件・補助額・団体の概要等） 

・ 基本的視点（公益性、公平性、有効性）・交付基準の検証結果 

・ 今後の方向性 

 

② 検討部会員（主に外部委員）から質問・意見等をもらう。 

 

③ 検討部会員からの意見等を踏まえて作業部会において再検討し、10月の最終の

検討部会で、検証内容や今後の方向性を提示し、検討部会としての結論を決定

する。 

 

４ 今後の方向性の類型 

  ① 現行どおり継続 

  ② 見直して継続 

    → 補助額(率)・補助対象・補助対象経費・委託等への移行・その他 

  ③ 廃止（提案公募型補助制度の活用など） 

☆ 補助金等見直し検討部会 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

10月 11月

各団体への周知

H25～26年度にかけて随時見直し

検討部会による各補助金の検証

今後のあり方の決定

12月
～３月内　　　容

検証資料の整理

H25年
４月～

H24年
８月

９月

・ パブリックコメントの対応  

・ 既存補助金見直しの進め方  ４～５回開催 

・ 既存補助金等の検証  

資料３ 



補助金等適正化検証シート

１　補助金等の概要

平成23年度
交付者(団体)数

11

部名 課名

こども育成部 子育て支援課

章 01
細節 01
施策 06

１交付先あたり補助額

平均的な額 最も低い額 最も高い額

6,061,000 4,800,000 7,980,000

補助対象経費に占める
補助金の割合(％)

100%

府 国

0% 50%

有の場合は
交付先

２　補助金等適正化の基本的視点に基づく検証

1

2

3

有効性
　・補助金額に見合う効果があるか。
　・委託や直接執行よりも補助金等
　　執行が適切であるか。

つどいの広場の知名度も上がり、就学前幼児を持つ家庭の
憩いの場となっており、福祉の増進度は高い。また、子育
て経験者がスタッフとして従事することで、経験と技術を
活かした地域雇用を創出しているため有効性がある。た
だ、補助割合が高いため、補助金として執行するには限界
がある。

公益性
　・不特定多数の利益の実現を図る
　　ものか。
　・採算性等により民間事業者では
　　実施されない事業か。

当該補助事業は、就学前幼児とその親等が気軽に集える広
場を運営する事業であり、就学前幼児を持つ家庭であれば
特定することなく広場を利用できるため公益性が高い。ま
た、利用料を徴収する事は広場事業の性質上難しいため、
採算性が低く、公の財政的支援が必要な事業である。

公平性
　・同様の活動を行っている団体等
　　であれば、誰でも補助を受ける
　　機会が確保されているか。
　・同種同規模の活動団体間で、補
　　助額が公平か。

広場設置の地理的均衡を保つため、相当数の広場運営団体
に補助しており、類似事業を実施している団体がもれなく
補助を受ける機会は確保されていない。補助対象団体にお
ける補助額は、国からの間接補助額を基本としており、市
の裁量設定額はなく、公平性は保てている。

他団体への支出

基本的視点 説　　明

財源内訳（％）
市

団体の管理的
経費への補助50%

補助額の算定方法
(対象経費に対して)

算定方法

国の交付基準に基づく事業実施経費の全額

平成23年度
補助実績（円）

総額 各交付先ごとに補助額が異なる場合

66,673,000

予算事業名 地域子育て支援拠点事業

根拠規定等 茨木市地域子育て支援拠点（ひろば型）設置運営事業補助要綱

総合計画
施策体系

こころすこやか「福祉充実都市」の実現
ともに支え合う地域社会の形成
子育て環境の整備

担当部課名
所属コード

補助開始年度 平成16年度
065020

補助事業の
内容・目的

就学前の乳幼児とその保護者が気軽に集え、交流を図る場である「つどいの広場」を提供すること
で、保護者の育児不安の軽減と解消及び仲間づくりを促進させる。また、子育てに必要な情報を保
護者が収集し、子育て力の向上を図る。

補助対象経費 日々のつどいの広場開所運営、各種子育てに関するイベント経費等。

交付の相手先
女性とこどものステップハウス「3丁目のハロハロ」ほか
10団体

交付の相手先の要件 地域子育て拠点施設（つどいの広場）事業を実施する団体

補助金等名称 茨木市地域子育て支援拠点（ひろば型）設置運営事業補助金

交付先の分類 不特定の個人・団体 特定種類の団体↓ 公募(一定数の団体を選考)

全　額
定　額

一定割合
その他

無 有　→

無 有

非常に高い

やや高い

やや低い

非常に高い

やや高い

やや低い

非常に高い

やや高い

やや低い



３　補助金等交付基準に基づく検証

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

４　今後の方向性

2

５　補助金等見直し検討部会の検証

次回の見直し年度

補助団体から別の団体へ再補助してい
ない

団体の事務局は団体自らが行っている

1

  (提案公募型補助制度の活用等)

見直し内容

公募制を導入している

説　明

財政的支援による事業に対する一部補助という補助金の基本性質を鑑みると、事業費に対する100％補助は、補助金と
しての性質より市の本来の事業としての委託による支出のほうが妥当性があると思慮する。他市状況においても広場
事業に対し委託料執行している自治体もあるため、委託料としての執行は問題ないと思慮する。

団体の運営費に対して補助をしていな
い

補助事業に直接関係しない視察・研修
旅費等を補助対象経費としていない

委託や直接執行等ではなく補助金とし
ての支出が適している

当該事業は、事業費の100％を市が支出しており、市の本
来の事業としての性質が高い。

国・大阪府の補助制度の場合、上乗せ
補助はしていない

交付先の要件は明確であるとともに、
補助対象は偏っていない

補助対象となる事業を実施している団体に補助している
が、ひろばの適正配置による地理的条件から、補助する団
体に制限をかけている。

補助額の算定基準が明確である

補助額は、補助対象経費の１／２以内
である

現在の補助単価は、国の子育て支援交付金にける交付額よ
り算定している。現状は事業費に対して100％補助となっ
ている。

基本的視点 理由と今後の対応（「いいえ」の場合のみ）

はい

いいえ　→

はい

いいえ　→

はい

いいえ　→

はい

いいえ　→

はい
いいえ　→
対象外

はい
いいえ　→
対象外

はい
いいえ　→
対象外

はい
いいえ　→
対象外

はい
いいえ　→
対象外

はい
いいえ　→
対象外

　①現行どおり継続

　②見直して継続　　　→

　③廃　止
補助額（率） 補助対象(交付先) 補助対象経費

委託等へ移行 その他



補助金等適正化検証補助シート（団体情報）

補助金等名称

団体名

設立目的

活動内容

設立年月 平成 16 年 7 月 0 円／人・団体

人（うち市民 0 人）

団体の集合体の場合→ 0 団体

補助対象経費 5,114,361

　(うち管理的経費) 720,000

　(うち人件費) 3,841,976

補助対象外経費 0

補助事業経費　計 5,114,361

0

5,114,361

0

当該補助事業*以外の経費

収入に占める
市補助の割合

99.7% 収支（次年度繰越金）

前年度繰越金 0

収入合計 5,114,361 支出合計

その他補助金 0

その他の収入 14,361

事業収入 0

国・府補助金 0

会費（年額）

会員(団体)数

0

決算状況

(平成23年度)

(単位：円)

決算状況は、団体の全体収支を記載してください。ただし、社会福祉法
人・株式会社等、当該補助事業以外が主たる事業である団体は、当該補助
事業分のみの決算状況を記載してください。

市補助金 5,100,000

当
該
補
助
事
業
経
費

会費収入 0

茨木市地域子育て支援拠点（ひろば型）設置運営事業補助金

女性とこどものステップハウス「3丁目のハロハロ」

乳幼児を持つ親とそのこどもが気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り
合い、交流する場を設置し、子育て中の親への負担感の緩和を図り、安心
して子育て・子育ちができる地域の子育て支援機能の充実を図ることを目
的とする。

子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
子育て等に関する相談、援助の実施
地域の子育て関連情報の提供
子育て及び子育て支援に関する講習等の実施



補助金等適正化検証補助シート（他市状況）

【茨木市地域子育て支援拠点（ひろば型）設置運営事業補助金】

項目 豊　中　市 池　田　市

同等補助金 2 2

補助金名

補助額(※)

事業内容

補助対象

その他
特記事項

委託により予算執行
１団体　委託料3,714,000円（Ｈ23実績）

委託により予算執行
１団体　委託料4,355,000円（Ｈ23実績）

項目 吹　田　市 高　槻　市

同等補助金 1 1

補助金名 吹田市子育て広場事業補助金 高槻市地域子育て支援拠点事業ひろば型補助金

補助額(※) 28,689,000 78,449,000

事業内容 市内でつどいの広場を運営する団体に対する補助 市内でつどいの広場を運営する団体に対する補助

補助対象 ８団体 １３団体

その他
特記事項

市内でひろばを運営する団体は１４あり、うち１３
が民間（補助対象）、１が直営である。

項目 箕　面　市 摂　津　市

同等補助金 2 2

補助金名

補助額(※)

事業内容

補助対象

その他
特記事項

ひろば無
平成25年度より、公共複合施設にて広場を１か所開
所予定（指定管理者制度による）

委託により予算執行
５団体　委託料20,590,000円（Ｈ23実績）

※ １件あたりの補助額（単位：円）

　有 　無 　有 　無

　有 　無　有 　無

　有 　無 　有 　無


